
（1） 2020年11月 No.142日本共産党宮城県議団ニュース

日本共産党

2020年11月　NO.142

県議団ニュース

発行 ： 日本共産党宮城県会議員団
(控　室) TEL 022(211)3523
　　　　FAX 022(268)6093
E-mai : info@jcpmk.jp

金田もとる
環境福祉委員会
大震災復興調査特別委員会

大内真理
文教警察委員会
不登校・ひきこもり対策調査
特別委員会（副委員長）

三浦一敏
経済商工観光委員会
鳥獣被害対策調査特別委員会

団　長

天下みゆき
総務企画委員会
地域再生対策調査特別委員会

幹事長

福島かずえ
建設企業委員会
自然災害対策調査特別委員会

政調会長兼副団長

女川原発再稼働許すな!女川原発再稼働許すな!

10月22日 原発再稼働を促す請願に賛成し起立する自民、公明、21世紀クラブ
県
民
の
願
い
に
背
を
向
け

県
民
の
願
い
に
背
を
向
け

自
民・公
明
等
が

自
民・公
明
等
が

再
稼
働
容
認

者
が
入
れ
る
会
場
設
定
」
を
議
長
と
委
員
長
に
要

請
。
同
様
の
要
請
を
市
民
団
体
代
表
も
行
い
、
環

境
福
祉
委
員
の
野
党
会
派
の
3
人
が
重
ね
て
委
員

長
に
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
委
員
長
は
、
内
閣
府

と
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
へ
の
質
疑
の
み
と
し
、
趣

旨
説
明
も
参
考
人
質
疑
も
全
て
却
下
し
ま
し
た
。

女川原発再稼働に賛成の請願に対する採決結果
議員名 選挙区 結果 議員名 選挙区 結果 議員名 選挙区 結果 議員名 選挙区 結果

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

中沢　幸男 青葉区 〇

自
由
民
主
党
・
県
民
会
議

守屋　守武 気仙沼・本吉 〇

み
や
ぎ
県
民
の
声

遊佐美由紀 青葉区 ×

公明党
県議団

庄子　賢一 宮城野区 〇

藤倉　知格 富谷・黒川 ― 佐々木賢司 大　崎 〇 坂下　　賢 石巻・牡鹿 × 伊藤　和博 泉　区 〇

仁田　和広 多賀城・七ヶ浜 〇 横山　隆光 白石・刈田 〇 太田　稔郎 名　取 × 横山　　昇 太白区 〇

畠山　和純 気仙沼・本吉 〇 渡辺　勝幸 若林区 〇 境　　恒春 気仙沼・本吉 × 遠藤　伸幸 青葉区 〇

安藤　俊威 白石・刈田 〇 遠藤　隼人 泉　区 〇 佐々木功悦 遠　田 × 社民党 
県議団

岸田　清実 太白区 ×

斎藤　正美 石巻・牡鹿 〇 庄田　圭佑 泉　区 〇 佐藤　仁一 大　崎 × 熊谷　義彦 栗　原 ×

中山　耕一 富谷・黒川 〇 高橋　宗也 東松島 〇 石田　一也 太白区 × 無所属
の会

菅間　　進 青葉区 ×

本木　忠一 石巻・牡鹿 〇 村上　久仁 名　取 〇 枡　　和也 柴　田 × 渡辺　忠悦 登　米 ×

中島　源陽 大崎 〇 桜井　正人 宮　城 〇 三浦奈名美 若林区 × 21クラブ 吉川　寛康 青葉区 〇

石川光次郎 宮城野区 ／ 瀬戸健治郎 栗　原 〇 小畑　仁子 泉　区 × 緑風会 高橋　　啓 加　美 ―

佐々木喜蔵 石巻・牡鹿 〇 八島　利美 角田・伊具 〇
日
本
共
産
党
県
議
団

三浦　一敏 石巻・牡鹿 ×
【注】   敬称略。〇賛成、×反対、―棄権。 
　　　石川議長は裁決に加わらず

　　　女川原発再稼働賛成の請願結果 
　　　賛成 35　反対 19　棄権２
　　　　　　　　 （10月22日　本会議）

菊地　恵一 大　崎 〇 伊藤　吉浩 登　米 〇 天下みゆき 塩　釜 ×

高橋　伸二 柴　田 〇 渡辺　　拓 太白区 〇 福島かずえ 若林区 ×

村上　智行 岩　沼 〇 渡辺　重益 亘　理 〇 大内　真理 宮城野区 ×

佐々木幸士 太白区 〇 福井　崇正 青葉区 〇 金田もとる 青葉区 ×

外崎　浩子 泉　区 〇 柏　　佑賢 塩　釜 〇

議会終了後に知事に緊急申し入れをする脱原発県議の会

知
事
は
拙
速
に
判
断
す
る
な

　

環
境
福
祉
委
員
会
で
の
請
願
審
査
の
徹
底
審
議

を
求
め
て
、
10
月
2
日
に
、
脱
原
発
県
議
の
会
の

4
会
派
代
表
が
「
①
請
願
者
に
よ
る
趣
旨
説
明
、

②
有
識
者
の
参
考
人
質
疑
、
③
よ
り
多
く
の
傍
聴

　

脱
原
発
県
議
の

会
は
、
議
会
終
了

後
、
請
願
を
提
出

し
た
市
民
団
体
と

集
会
を
行
い
、
そ

の
後
、
村
井
知
事

に
「
①
反
対
や
慎

重
な
意
見
も
受
け

止
め
る
こ
と
、
②

県
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
こ

と
、
③
避
難
計
画

の
実
効
性
を
検
証

し
た
上
で
回
答
す

る
こ
と
」
の
3
点

を
要
請
し
ま
し
た
。

県
民・野
党
が
再
三
求
め
た

　
　
請
願
者
の
趣
旨
説
明
も
却
下

　

10
月
22
日
の
9
月
定
例
会
最
終
日
、
53
の
市
民

団
体
が
提
出
し
た
「
再
稼
働
反
対
」
の
請
願
が
日

本
共
産
党
、
県
民
の
声
、
社
民
党
、
無
所
属
の
会

の
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
女
川
町
商
工
会
が
提

出
し
た
「
再
稼
働
賛
成
」
の
請
願
が
自
民
・
公
明

等
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
産
党
県
議
団
は
、
5
人
全
員
が
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
様
々
な
角
度
か
ら
再
稼
働
反
対
の
質
問
・
質

疑
を
行
い
ま
し
た
（
2
・
3
面
）。

　

自
民
・
公
明
等
は
県
民
投
票
条
例
を
二
度
に
わ

た
っ
て
否
決
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
も
充
分
な

審
議
を
つ
く
そ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
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　党
県
議
団
は
二
〇
一
九
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
、
さ
ら
に
公
営
企
業
会
計
の
決
算
認
定
に
反

対
し
ま
し
た
。

　討
論
で
は
、
認
定
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、①
県
民

の
思
い
と
か
け
離
れ
た
宿
泊
税
や
美
術
館
移
転
を
突
然

持
ち
出
し
県
政
を
混
乱
さ
せ
た
こ
と
、②
大
震
災
や
台

風
被
害
者
の
願
い
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
こ
と
、③
自
治

体
の
基
本
で
あ
る
住
民
福
祉
に
背
を
向
け
た
施
策
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
富
県
戦
略
や
創
造
的
復
興
の
名
で
、
特

定
の
大
企
業
優
遇
や
ハ
ー
ド
優
先
の
施
策
が
進
め
ら
れ

て
き
た
と
し
、Ｉ
Ｒ（
カ
ジ
ノ
）
導
入
可
能
性
調
査
を
お

こ
な
っ
た
こ
と
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
口
実

に
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
へ
の
偏
っ
た
税
金
投

入
な
ど
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
自
然
環
境
を
守

る
県
の
確
固
た
る
姿
勢
に
欠
け
て
い
る
こ
と
、
県
政
運

営
で
は
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
が
欠
如
し
て
い
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　全
国
に
先
駆
け
て
水
道
民
営
化
を
押
し
進
め
て
き
た

企
業
会
計
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
情
報
が
公
開
さ
れ
な

い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
運
営
企
業
の
選
定
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
水
質
検
査
の
県
の
チ
ェ
ッ
ク

が
年
１
回
程
度
で
あ
る
こ
と
や
、「
み
や
ぎ
型
管
理
運

営
方
式
」
で
は
料
金
改
定
議
案
以
外
に
つ
い
て
は
議
会

の
関
与
が
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
点
を
指

摘
。人
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
水
道
、下
水
道
事
業
は
、

公
が
将
来
に
わ
た
り
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
べ
き
も
の

と
強
調
し
、
決
算
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
に
反
対
し
た
党
県
議
団

美
術
館
移
転
や
水
道
民
営
化
な
ど

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
原
発
の
コ
ス
ト
が
10
・
１
円
／
ｋ
Ｗ

ｈ
で
一
番
安
い
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
福
島
の
事
故
後
、
事

故
対
応
費
用
や
追
加
的
安
全
対
策
費
の
増
加
に
よ
り
原
発
の
コ

ス
ト
が
上
が
る
一
方
で
（
表
①
）、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
自
身

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
の
低
減
目
標
（
太

陽
光
７
円
、
風
力
８
〜
９
円
）
を
示
し
て
お
り
（
表
②
）、
原

発
と
再
エ
ネ
の
コ
ス
ト
は
世
界
の
流
れ
と
同
様
、
逆
転
す
る
見

通
し
で
す
。

　
９
月
に
日
立
製
作
所
が
英
国
の
原
発
建
設
計
画
か
ら
撤
退
を

表
明
し
、
原
発
輸
出
戦
略
は
全
て
失
敗
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｏ
２
削

減
の
対
策
は
、
安
全
性
と
採
算
性
の
両
面
か
ら
、
再
エ
ネ
へ
の

転
換
で
進
め
る
べ
き
で
す
。

　
原
発
を
廃
炉
に
し
て
も
、
廃
炉
作
業
中
の
30
〜
40
年
間
は
原

発
労
働
者
の
雇
用
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
そ
の
間
に
原
発
に
頼
ら

な
い
地
域
振
興
策
を
国
や
県
が
応
援
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
住
民
説
明
会
で
説
明
さ
れ
た
「
女
川
地
域
の
緊
急
時

対
応
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
る

中
で
、
感
染
症
対
策
も
反
映
さ
せ
て
本
年
６
月
に
改
定

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
現
場
で
の
見
直
し
作
業
は
ま
だ

途
上
に
あ
る
こ
と
が
13
日
の
環
境
福
祉
委
員
会
時
の
内

閣
府
担
当
者
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、

　「
Ｐ
Ａ
Ｚ（
５
キ
ロ
圏
内
）
及
び
そ
の
周
辺
の
放
射
線

防
護
対
策
施
設
の
設
置
状
況
」
に
つ
い
て
、
７
か
所
で

最
大
約
８
０
０
人
収
容
可
能
と
し
て
い
る
が
、
感
染
症

流
行
下
で
の
収
容
可
能
人
数
は
？
　

　
Ｕ
Ｐ
Ｚ（
30
キ
ロ
圏
内
）
住
民
の
一
時
移
転
に
つ
い
て

も
、
避
難
対
象
者
１
９
５
、
４
５
７
人
に
対
し
、
避
難

先
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
は
平
時
で
は
２
６
５
、
１
０

６
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
感
染
症
流
行
下
で
の
受
け
入

れ
可
能
人
数
は
？ 

　
と
の
質
問
に
も
明
確
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

※

富
谷
市
議
会
で
は
、
石
巻
市
か
ら
２
、
６
２
０
人
を

受
け
入
れ
る
計
画
に
つ
い
て
、
感
染
症
流
行
下
で
は
平

時
の
３
割
か
ら
４
割
程
度
の
受
け
入
れ
と
な
る
と
当
局

が
答
弁
。

　
内
閣
府
と
し
て
全
体
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
の
再
把

握
は
行
っ
て
い
る
の
か
？
　
と
の
質
問
に
対
し
、
明
確

に
答
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
国
の
原
子
力
防
災
会
議
で

「
具
体
的
か
つ
合
理
的
」
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
承
認
さ

れ
た
緊
急
時
対
応
の
実
態
で
す
。

　
①
基
準
地
震
動
を
５
８
０
ガ
ル
か
ら
１
０
０
０
ガ
ル
に

引
き
上
げ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
20
年
間
で
、
宮
城
県
で

は
３
回
も
１
０
０
０
ガ
ル
以
上
の
地
震
を
経
験
し
て
い

る
。
絶
対
大
丈
夫
と
断
定
で
き
る
か
。

　
②
福
島
事
故
で
放
出
さ
れ
た
１
万
５
０
０
０
テ
ラ
ベ
ク

レ
ル
の
１
０
０
分
の
１
以
下
と
し
て
避
難
計
画
を
策
定
し

た
が
、
必
ず
１
０
０
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
な
る
保
証
は

あ
る
の
か
。

　
③
放
射
能
放
出
を
軽
減
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ
ン
ト
は
本

当
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
の
か
。
ま
た
海
外
の
安
全
対

策
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
二
重
格
納
容
器
や
コ
ア
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
世
界
水
準
か
ら

見
れ
ば
相
当
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
は
っ
き
り
し
た
回
答
は
表
明
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
①
宮
城
県
が
４
７
０
０
万
円
も
か
け
た
交
通
渋
滞
な

ど
の
阻
害
要
因
調
査
が
、
な
ぜ
内
閣
府
の
防
災
会
議
に

反
映
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
例
え
対
策
を
講
じ
て
も
Ｕ
Ｐ

Ｚ（
30
キ
ロ
圏
）
の
住
民
は
避
難
完
了
ま
で
、
約
３
日
間

か
か
る
と
し
て
い
る
。車
が
渋
滞
し
、ガ
ソ
リ
ン
、ト
イ
レ
、

食
糧
な
ど
確
保
で
き
ず
大
混
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
②
広
域
避
難
計
画
の
大
前
提
は
、
30
キ
ロ
圏
の
住
民

は
屋
内
待
避
を
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
と
い
う
が
、

今
年
３
月
に
内
閣
府
が
出
し
た
暫
定
版
の
中
で
内
部
被

ば
く
線
量
は
木
造
住
宅
で
「
３
割
強
の
低
減
に
と
ど
ま

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
避
難
す
る
前
に
被
ば
く

し
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。
こ
の
机
上
の
プ
ラ
ン
で
あ
る

避
難
計
画
は
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
迫
り

ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
で
も
明
確
な
反
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
原
発
は
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
「
核
の
ゴ
ミ
」
処
分
問

題
に
つ
い
て
知
事
は
、「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
基
本
方
針
」

と
認
識
を
示
し
て
い
る
が
、
六
ヶ
所
村
再
処
理
施
設
は
未

完
成
の
ま
ま（
２
兆
９
５
０
０
億
円
。23
回
の
竣
工
延
期
）、

高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」は
廃
炉
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
１

兆
円
投
入
。
稼
働
日
数
２
５
０
日
で
運
用
終
了
）
使
用
済

み
核
燃
料
を
再
処
理
し
、プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す「
核

燃
サ
イ
ク
ル
」
は
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
事
実
上
破
綻
し

て
い
ま
す
。
女
川
原
発
で
こ
れ
ま
で
生
み
出
し
た
使
用
済

み
核
燃
料
の
累
計
は
７
１
６
ｔ
。
２
号
機
を
再
稼
働
さ
せ

れ
ば
、
毎
年
16
ｔ
ず
つ
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
以
上
に
処
理
で
き
な
い
「
核

の
ゴ
ミ
」
を
増
や
し
続
け
る
「
再
稼
働
」
の
判
断
は
、
地

球
全
体
の
未
来
世
代
に
対
し
、
あ
ま
り
に
無
責
任
だ
と
思

わ
な
い
か
と
知
事
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
は
、
高
レ
ベ
ル
放

射
能
廃
棄
物
の
最
終
処
分
と
と
も
に
、
後
世
に
負
担
を
遺

さ
な
い
た
め
に
も
、
国
が
主
体
と
な
り
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。」
と
国
に
責
任
を
転

嫁
し
ま
し
た
。

　
複
合
災
害
や
航
空
機
テ
ロ
対
策
を
充
実
さ
せ
る
事
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
原
発
の
外
部
電
源
や
補
助
電
源
が
同
時

破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
テ
ロ
攻
撃
も
想
定
し
、
安
全
対
策
を

打
つ
必
要
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
の
問
い
に
対
し
県
は
、

　「
国
の
新
規
制
基
準
に
よ
る
と
『
可
搬
型
設
備
』
で
対

応
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
内
容
の
公
開
は
テ
ロ

リ
ス
ト
を
利
す
る
事
に
な
る
た
め
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
村
井
知
事
・
宮
城
県
の
姿
勢
は
、

避
難
計
画
の
実
効
性
や
安
全
性
の
独
自
検
証
を
重
ね
て
い

る
新
潟
県
と
比
べ
る
と
、
住
民
・
県
民
軽
視
が
あ
ま
り
に

目
立
ち
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
震
災
関
連
死
が
２
３
１
５
名
（
10
月

５
日
現
在
）
で
１
年
前
に
比
べ
て
29
名
も
ふ
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
島
県
の
被
災
者
の
自
死
・
自
殺

は
宮
城
県
の
２
倍
以
上
の
１
１
８
人
に
も
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
状
況
を
生
む
可
能
性
が
高

ま
る
の
が
女
川
原
発
の
再
稼
働
で
す
。

　
長
期
に
わ
た
る
原
発
事
故
の
避
難
計
画
は
「
移

住
計
画
」
と
も
い
え
る
も
の
。
放
射
能
の
及
ぼ
す

長
期
的
影
響
か
ら
の
「
避
難
計
画
」
と
は
「
避
難

先
で
の
安
全
な
生
活
環
境
、
地
元
に
戻
る
た
め
の

補
償
と
準
備
、
そ
し
て
地
元
に
戻
っ
て
の
平
穏
な
、

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
」
と
こ
ろ
ま
で
を
意
味
す

る
も
の
で
、「
避
難
し
て
終
わ
り
」
で
は
な
く
、
原

発
事
故
以
前
の
暮
ら
し
に
戻
る
ま
で
「
避
難
生
活
」

は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

　
原
発
を
再
稼
働
す
る
な
ら
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
ん
な
リ
ス
キ
ー
な
こ
と
に
県
民
を
巻
き
込
む

べ
き
で
は
な
い
と
質
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
何
よ
り
も
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
、「
安
全
神
話
」
に
基
づ

く
答
弁
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

様 な々角度で問題点を指摘様 な々角度で問題点を指摘
原
発
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
た
な
い

避
難
計
画
の
脆
弱
性

（
コ
ロ
ナ
対
策
）

福
島
の
苦
難
を
見
れ
ば

危
険
は
回
避
す
べ
き

核
の
ゴ
ミ
処
分
も
テ
ロ
対
策
も

国
に
責
任
転
嫁

屋
内
退
避
は
被
ば
く
計
画

安
全
性
に
つ
い
て

広
域
避
難
計
画
に
つ
い
て

共産党
県議団

○
○
学
校

10月22日　本会議終了後再稼働阻止へ、最後までたたかうことを誓いあう脱原発県議の会と市民団体

矛盾だらけの
　　　　再稼働！
矛盾だらけの
　　　　再稼働！

表①　原子力発電コスト 10.1 円～ /kWhの内訳
2014年の試算*1 試算内容（抜粋） 試算後の増額要因

事故リスク対応費用 0.3円～ 福島原発事故対応費
用を約12.2兆円と想定
し、出力規模等により
約9.1兆円に補正

2016年12月、経済
産業省は21.5兆円
と発表

政策経費 1.3円　

核燃料サイクル費用 1.5円　

追加的安全対策費 0.6円　
601億円を計上 女川原発は3400億

円＋テロ対策費用運転維持費 3.3円　

資本費 3.1円　
*1：2015年5月・資源エネルギー庁「発電コスト検証ワーキンググループ」の資料から

表②　各エネルギーの発電コスト（円 /kWh）
日　　　本 世界 *4 ドイツ *5

2014 年 *1 2020 年 *2 価格目標 *3 2017 年上半期 2020 年

原子力 10.1 円～

太陽光（事業用） 24.2 円　 12～ 13円 7円（2025 年）
9.1 円 5.5 円

太陽光（住　宅） 29.4 円　 21 円 卸電力市場価格

風　力 21.6 円　 18 円 8～ 9円（2030 年） 7.4 円 6.9 円
*1：2015年5月・資源エネルギー庁「発電コスト検証ワーキンググループ」の資料から
*2・*3・*5：2020年10月9日・資源エネルギー庁「ＦＩＴ制度の調達価格」から
*4：ブルームバーグＮＥＦデータより資源エネルギー庁作成

核
の
ゴ
ミ
処
分
に
つ
い
て

テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
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　党
県
議
団
は
二
〇
一
九
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
、
さ
ら
に
公
営
企
業
会
計
の
決
算
認
定
に
反

対
し
ま
し
た
。

　討
論
で
は
、
認
定
で
き
な
い
理
由
と
し
て
、①
県
民

の
思
い
と
か
け
離
れ
た
宿
泊
税
や
美
術
館
移
転
を
突
然

持
ち
出
し
県
政
を
混
乱
さ
せ
た
こ
と
、②
大
震
災
や
台

風
被
害
者
の
願
い
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
こ
と
、③
自
治

体
の
基
本
で
あ
る
住
民
福
祉
に
背
を
向
け
た
施
策
が

あ
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
富
県
戦
略
や
創
造
的
復
興
の
名
で
、
特

定
の
大
企
業
優
遇
や
ハ
ー
ド
優
先
の
施
策
が
進
め
ら
れ

て
き
た
と
し
、Ｉ
Ｒ（
カ
ジ
ノ
）
導
入
可
能
性
調
査
を
お

こ
な
っ
た
こ
と
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
口
実

に
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
へ
の
偏
っ
た
税
金
投

入
な
ど
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球
温

暖
化
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
自
然
環
境
を
守

る
県
の
確
固
た
る
姿
勢
に
欠
け
て
い
る
こ
と
、
県
政
運

営
で
は
情
報
公
開
に
よ
る
透
明
性
が
欠
如
し
て
い
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

　全
国
に
先
駆
け
て
水
道
民
営
化
を
押
し
進
め
て
き
た

企
業
会
計
に
つ
い
て
も
、
必
要
な
情
報
が
公
開
さ
れ
な

い
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
運
営
企
業
の
選
定
作
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
水
質
検
査
の
県
の
チ
ェ
ッ
ク

が
年
１
回
程
度
で
あ
る
こ
と
や
、「
み
や
ぎ
型
管
理
運

営
方
式
」
で
は
料
金
改
定
議
案
以
外
に
つ
い
て
は
議
会

の
関
与
が
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
問
題
点
を
指

摘
。人
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
水
道
、下
水
道
事
業
は
、

公
が
将
来
に
わ
た
り
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
べ
き
も
の

と
強
調
し
、
決
算
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
に
反
対
し
た
党
県
議
団

美
術
館
移
転
や
水
道
民
営
化
な
ど

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
原
発
の
コ
ス
ト
が
10
・
１
円
／
ｋ
Ｗ

ｈ
で
一
番
安
い
と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
福
島
の
事
故
後
、
事

故
対
応
費
用
や
追
加
的
安
全
対
策
費
の
増
加
に
よ
り
原
発
の
コ

ス
ト
が
上
が
る
一
方
で
（
表
①
）、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
自
身

が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、
再
エ
ネ
）
の
低
減
目
標
（
太

陽
光
７
円
、
風
力
８
〜
９
円
）
を
示
し
て
お
り
（
表
②
）、
原

発
と
再
エ
ネ
の
コ
ス
ト
は
世
界
の
流
れ
と
同
様
、
逆
転
す
る
見

通
し
で
す
。

　
９
月
に
日
立
製
作
所
が
英
国
の
原
発
建
設
計
画
か
ら
撤
退
を

表
明
し
、
原
発
輸
出
戦
略
は
全
て
失
敗
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｏ
２
削

減
の
対
策
は
、
安
全
性
と
採
算
性
の
両
面
か
ら
、
再
エ
ネ
へ
の

転
換
で
進
め
る
べ
き
で
す
。

　
原
発
を
廃
炉
に
し
て
も
、
廃
炉
作
業
中
の
30
〜
40
年
間
は
原

発
労
働
者
の
雇
用
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
そ
の
間
に
原
発
に
頼
ら

な
い
地
域
振
興
策
を
国
や
県
が
応
援
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
住
民
説
明
会
で
説
明
さ
れ
た
「
女
川
地
域
の
緊
急
時

対
応
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
る

中
で
、
感
染
症
対
策
も
反
映
さ
せ
て
本
年
６
月
に
改
定

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
現
場
で
の
見
直
し
作
業
は
ま
だ

途
上
に
あ
る
こ
と
が
13
日
の
環
境
福
祉
委
員
会
時
の
内

閣
府
担
当
者
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、

　「
Ｐ
Ａ
Ｚ（
５
キ
ロ
圏
内
）
及
び
そ
の
周
辺
の
放
射
線

防
護
対
策
施
設
の
設
置
状
況
」
に
つ
い
て
、
７
か
所
で

最
大
約
８
０
０
人
収
容
可
能
と
し
て
い
る
が
、
感
染
症

流
行
下
で
の
収
容
可
能
人
数
は
？
　

　
Ｕ
Ｐ
Ｚ（
30
キ
ロ
圏
内
）
住
民
の
一
時
移
転
に
つ
い
て

も
、
避
難
対
象
者
１
９
５
、
４
５
７
人
に
対
し
、
避
難

先
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
は
平
時
で
は
２
６
５
、
１
０

６
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
感
染
症
流
行
下
で
の
受
け
入

れ
可
能
人
数
は
？ 

　
と
の
質
問
に
も
明
確
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

※

富
谷
市
議
会
で
は
、
石
巻
市
か
ら
２
、
６
２
０
人
を

受
け
入
れ
る
計
画
に
つ
い
て
、
感
染
症
流
行
下
で
は
平

時
の
３
割
か
ら
４
割
程
度
の
受
け
入
れ
と
な
る
と
当
局

が
答
弁
。

　
内
閣
府
と
し
て
全
体
の
受
け
入
れ
可
能
人
数
の
再
把

握
は
行
っ
て
い
る
の
か
？
　
と
の
質
問
に
対
し
、
明
確

に
答
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
国
の
原
子
力
防
災
会
議
で

「
具
体
的
か
つ
合
理
的
」
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
承
認
さ

れ
た
緊
急
時
対
応
の
実
態
で
す
。

　
①
基
準
地
震
動
を
５
８
０
ガ
ル
か
ら
１
０
０
０
ガ
ル
に

引
き
上
げ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
20
年
間
で
、
宮
城
県
で

は
３
回
も
１
０
０
０
ガ
ル
以
上
の
地
震
を
経
験
し
て
い

る
。
絶
対
大
丈
夫
と
断
定
で
き
る
か
。

　
②
福
島
事
故
で
放
出
さ
れ
た
１
万
５
０
０
０
テ
ラ
ベ
ク

レ
ル
の
１
０
０
分
の
１
以
下
と
し
て
避
難
計
画
を
策
定
し

た
が
、
必
ず
１
０
０
テ
ラ
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
な
る
保
証
は

あ
る
の
か
。

　
③
放
射
能
放
出
を
軽
減
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ
ン
ト
は
本

当
に
機
能
を
発
揮
で
き
る
の
か
。
ま
た
海
外
の
安
全
対

策
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
二
重
格
納
容
器
や
コ
ア
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
世
界
水
準
か
ら

見
れ
ば
相
当
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と

厳
し
く
指
摘
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
は
っ
き
り
し
た
回
答
は
表
明
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
①
宮
城
県
が
４
７
０
０
万
円
も
か
け
た
交
通
渋
滞
な

ど
の
阻
害
要
因
調
査
が
、
な
ぜ
内
閣
府
の
防
災
会
議
に

反
映
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
例
え
対
策
を
講
じ
て
も
Ｕ
Ｐ

Ｚ（
30
キ
ロ
圏
）
の
住
民
は
避
難
完
了
ま
で
、
約
３
日
間

か
か
る
と
し
て
い
る
。車
が
渋
滞
し
、ガ
ソ
リ
ン
、ト
イ
レ
、

食
糧
な
ど
確
保
で
き
ず
大
混
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
②
広
域
避
難
計
画
の
大
前
提
は
、
30
キ
ロ
圏
の
住
民

は
屋
内
待
避
を
続
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
と
い
う
が
、

今
年
３
月
に
内
閣
府
が
出
し
た
暫
定
版
の
中
で
内
部
被

ば
く
線
量
は
木
造
住
宅
で
「
３
割
強
の
低
減
に
と
ど
ま

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
避
難
す
る
前
に
被
ば
く

し
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。
こ
の
机
上
の
プ
ラ
ン
で
あ
る

避
難
計
画
は
根
本
か
ら
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
迫
り

ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
で
も
明
確
な
反
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
原
発
は
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
「
核
の
ゴ
ミ
」
処
分
問

題
に
つ
い
て
知
事
は
、「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
基
本
方
針
」

と
認
識
を
示
し
て
い
る
が
、
六
ヶ
所
村
再
処
理
施
設
は
未

完
成
の
ま
ま（
２
兆
９
５
０
０
億
円
。23
回
の
竣
工
延
期
）、

高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」は
廃
炉
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
１

兆
円
投
入
。
稼
働
日
数
２
５
０
日
で
運
用
終
了
）
使
用
済

み
核
燃
料
を
再
処
理
し
、プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す「
核

燃
サ
イ
ク
ル
」
は
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
事
実
上
破
綻
し

て
い
ま
す
。
女
川
原
発
で
こ
れ
ま
で
生
み
出
し
た
使
用
済

み
核
燃
料
の
累
計
は
７
１
６
ｔ
。
２
号
機
を
再
稼
働
さ
せ

れ
ば
、
毎
年
16
ｔ
ず
つ
の
使
用
済
み
核
燃
料
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
以
上
に
処
理
で
き
な
い
「
核

の
ゴ
ミ
」
を
増
や
し
続
け
る
「
再
稼
働
」
の
判
断
は
、
地

球
全
体
の
未
来
世
代
に
対
し
、
あ
ま
り
に
無
責
任
だ
と
思

わ
な
い
か
と
知
事
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
は
、
高
レ
ベ
ル
放

射
能
廃
棄
物
の
最
終
処
分
と
と
も
に
、
後
世
に
負
担
を
遺

さ
な
い
た
め
に
も
、
国
が
主
体
と
な
り
責
任
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。」
と
国
に
責
任
を
転

嫁
し
ま
し
た
。

　
複
合
災
害
や
航
空
機
テ
ロ
対
策
を
充
実
さ
せ
る
事
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
原
発
の
外
部
電
源
や
補
助
電
源
が
同
時

破
壊
さ
れ
る
よ
う
な
テ
ロ
攻
撃
も
想
定
し
、
安
全
対
策
を

打
つ
必
要
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
の
問
い
に
対
し
県
は
、

　「
国
の
新
規
制
基
準
に
よ
る
と
『
可
搬
型
設
備
』
で
対

応
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
内
容
の
公
開
は
テ
ロ

リ
ス
ト
を
利
す
る
事
に
な
る
た
め
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
村
井
知
事
・
宮
城
県
の
姿
勢
は
、

避
難
計
画
の
実
効
性
や
安
全
性
の
独
自
検
証
を
重
ね
て
い

る
新
潟
県
と
比
べ
る
と
、
住
民
・
県
民
軽
視
が
あ
ま
り
に

目
立
ち
ま
す
。

　
福
島
県
で
は
震
災
関
連
死
が
２
３
１
５
名
（
10
月

５
日
現
在
）
で
１
年
前
に
比
べ
て
29
名
も
ふ
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
島
県
の
被
災
者
の
自
死
・
自
殺

は
宮
城
県
の
２
倍
以
上
の
１
１
８
人
に
も
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
状
況
を
生
む
可
能
性
が
高

ま
る
の
が
女
川
原
発
の
再
稼
働
で
す
。

　
長
期
に
わ
た
る
原
発
事
故
の
避
難
計
画
は
「
移

住
計
画
」
と
も
い
え
る
も
の
。
放
射
能
の
及
ぼ
す

長
期
的
影
響
か
ら
の
「
避
難
計
画
」
と
は
「
避
難

先
で
の
安
全
な
生
活
環
境
、
地
元
に
戻
る
た
め
の

補
償
と
準
備
、
そ
し
て
地
元
に
戻
っ
て
の
平
穏
な
、

日
常
生
活
を
取
り
戻
す
」
と
こ
ろ
ま
で
を
意
味
す

る
も
の
で
、「
避
難
し
て
終
わ
り
」
で
は
な
く
、
原

発
事
故
以
前
の
暮
ら
し
に
戻
る
ま
で
「
避
難
生
活
」

は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

　
原
発
を
再
稼
働
す
る
な
ら
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
ん
な
リ
ス
キ
ー
な
こ
と
に
県
民
を
巻
き
込
む

べ
き
で
は
な
い
と
質
し
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
何
よ
り
も
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
、「
安
全
神
話
」
に
基
づ

く
答
弁
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

様 な々角度で問題点を指摘様 な々角度で問題点を指摘
原
発
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
り
立
た
な
い

避
難
計
画
の
脆
弱
性

（
コ
ロ
ナ
対
策
）

福
島
の
苦
難
を
見
れ
ば

危
険
は
回
避
す
べ
き

核
の
ゴ
ミ
処
分
も
テ
ロ
対
策
も

国
に
責
任
転
嫁

屋
内
退
避
は
被
ば
く
計
画

安
全
性
に
つ
い
て

広
域
避
難
計
画
に
つ
い
て

共産党
県議団

○
○
学
校

10月22日　本会議終了後再稼働阻止へ、最後までたたかうことを誓いあう脱原発県議の会と市民団体

矛盾だらけの
　　　　再稼働！
矛盾だらけの
　　　　再稼働！

表①　原子力発電コスト 10.1 円～ /kWhの内訳
2014年の試算*1 試算内容（抜粋） 試算後の増額要因

事故リスク対応費用 0.3円～ 福島原発事故対応費
用を約12.2兆円と想定
し、出力規模等により
約9.1兆円に補正

2016年12月、経済
産業省は21.5兆円
と発表

政策経費 1.3円　

核燃料サイクル費用 1.5円　

追加的安全対策費 0.6円　
601億円を計上 女川原発は3400億

円＋テロ対策費用運転維持費 3.3円　

資本費 3.1円　
*1：2015年5月・資源エネルギー庁「発電コスト検証ワーキンググループ」の資料から

表②　各エネルギーの発電コスト（円 /kWh）
日　　　本 世界 *4 ドイツ *5

2014 年 *1 2020 年 *2 価格目標 *3 2017 年上半期 2020 年

原子力 10.1 円～

太陽光（事業用） 24.2 円　 12～ 13円 7円（2025 年）
9.1 円 5.5 円

太陽光（住　宅） 29.4 円　 21 円 卸電力市場価格

風　力 21.6 円　 18 円 8～ 9円（2030 年） 7.4 円 6.9 円
*1：2015年5月・資源エネルギー庁「発電コスト検証ワーキンググループ」の資料から
*2・*3・*5：2020年10月9日・資源エネルギー庁「ＦＩＴ制度の調達価格」から
*4：ブルームバーグＮＥＦデータより資源エネルギー庁作成

核
の
ゴ
ミ
処
分
に
つ
い
て

テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
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原
発
・コ
ロ
ナ
・

　
パ
ー
ム
油
発
電
な
ど
で
論
戦

三 

浦  

一 

敏

三 

浦  

一 

敏

被
災
者
健
康
調
査
の
継
続
を

「
水
道
民
営
化
」は
ス
ト
ッ
プ

天
下 

み
ゆ
き

天
下 

み
ゆ
き

「
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
３
病
院
連
携
・
統
合
」

　
　
　
職
員
・
患
者
・
住
民
抜
き
に
進
め
る
な
！

福
島 

か
ず
え

福
島 

か
ず
え

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

　
栗
原
・
登
米
保
健
所
の
支
所
化
を
や
め
よ

県
美
移
転
問
題
。関
係
者
や
愛
好
者
の

理
解
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
結
論
を
急
ぐ
姿
勢
は
論
外

大 

内  

真 

理

大 

内  

真 

理

金
田 

も
と
る

金
田 

も
と
る

　

一
般
質
問
で
、
女
川
原
発
避
難

計
画
の
問
題
点
な
ど
五
項
目
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

　

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
は
、
Ｎ
95
マ
ス
ク
な

ど
の
衛
生
資
材
を
県
が
安
定
的
に

確
保
・
供
給
す
べ
き
と
の
質
問
に
、

県
で
は
Ｎ
95
マ
ス
ク
は
10
万
枚
備

蓄
し
て
お
り
、
医
療
機
関
で
の
不

足
の
時
は
直
ち
に
配
布
す
る
体
制

を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
石
巻
圏
と
全
県
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
可
能
医
療
機
関
は
の
質
問

に
石
巻
圏
で
は
30
機
関
以
上
、
全

県
で
は
約
３
０
０
機
関
に
な
っ
て

い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

石
巻
市
須
江
地
区
に
計
画
さ
れ

て
い
る
巨
大
な
パ
ー
ム
油
発
電
所

が
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
10
基

を
24
時
間
稼
働
さ
せ
、
油
を
１
日

５
０
０
ト
ン
燃
や
し
続
け
る
発
電

所
と
強
調
。
窒
素
酸
化
物
の
排
出

や
悪
臭
・
騒
音
、
燃
料
運
搬
に
よ

る
交
通
障
害
な
ど
の
問
題
を
指
摘

し
、
県
と
し
て
許
さ
な
い
立
場
で

全
力
を
尽
く
す
べ
き
、
と
求
め
ま

し
た
。

　

環
境
生
活
部
長
は
、
環
境
審
議

会
か
ら
も
関
係
市
か
ら
も
生
活
環

境
悪
化
の
意
見
が
出
て
お
り
、
県

と
し
て
も
重
大
な
影
響
を
懸
念
し

て
い
る
、
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
確
認
さ
れ
た
補
正
予

算
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
を
受

け
入
れ
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
に
向
け
た
検

体
採
取
体
制
や
機
器
の
整
備
に
対

す
る
支
援
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
が
、
患
者
さ
ん
の
受
診
控
え

で
大
幅
な
減
収
に
あ
え
ぐ
一
般
医

療
機
関
へ
の
支
援
は
今
回
も
見
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
４
月
か
ら
の「
支
所
化
」が

狙
わ
れ
て
い
た
栗
原
・
登
米
両
保

健
所
に
つ
い
て
、
１
年
先
送
り
に

し
て
令
和
４
年
度
と
す
る
と
の
知

事
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
が
、
体
制

強
化
が
求
め
ら
れ
る
中
、
１
年
先

送
り
で
良
し
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

更
に
、
突
如
と
し
て
浮
上
し
た
３

病
院（
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、東
北

労
災
病
院
、
仙
台
赤
十
字
病
院
）

の
「
連
携
・
統
合
」
問
題
に
つ
い

て
、
県
は
「
未
だ
、
公
表
で
き
る

段
階
に
は
な
い
」
と
し
て
、
検
討

会
の
開
催
状
況
す
ら
公
表
し
ま
せ

ん
。
地
域
住
民
不
在
で
の
議
論
は

容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
水
道
民
営
化
」
は
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
法

に
基
づ
き
、
県
民
の
利
益
や
知
る

権
利
よ
り
「
企
業
の
事
業
活
動
」

を
優
先
し
て
、
情
報
の
ほ
と
ん
ど

を
非
公
開
で
運
営
企
業
の
選
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
来
年
１
月
末
に

は
運
営
企
業
を
１
グ
ル
ー
プ
に
絞

り
、
早
け
れ
ば
来
年
６
月
議
会
に

契
約
議
案
を
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。「
民
営
化
」
さ
れ
る
と
、料
金

改
定
議
案
以
外
は
議
会
の
関
与
が

保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
議
会
の
調

査
も
及
ば
な
い
ま
ま
、
20
年
間
も

県
民
不
在
の
運
営
が
続
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

県
は
こ
れ
ま
で
市
町
と
と
も
に

行
っ
て
き
た
災
害
公
営
住
宅
入
居

者
の
健
康
調
査
を
来
年
度
以
降
は

行
わ
な
い
と
表
明
。

　

財
源
と
し
て
つ
か
え
る
国
の
交

付
金
は
来
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ

る
の
に
「
市
町
ま
か
せ
」
の
県
の

無
責
任
な
姿
勢
を
批
判
し
、
気
仙

沼
市
が
行
っ
た
在
宅
被
災
者
等
の

生
活
調
査
も
紹
介
し
、
健
康
調
査

の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。

　

宮
城
県
は
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
・
東
北
労
災
病
院
・
仙
台
赤
十

字
病
院
の
３
病
院
で
の
連
携
・
統

合
に
よ
る
「
が
ん
を
総
合
的
に
診

療
で
き
る
機
能
を
有
す
る
病
院
」

の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
８
月
に

開
始
し
、
年
内
に
は
一
定
の
方
向

性
を
決
定
す
る
意
向
で
す
。

　

病
院
は
、
医
療
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
取
引
業
者
が
出
入
り
し
、

周
囲
に
お
店
が
で
き
バ
ス
路
線
が

整
備
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
経
済
に
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
各
病
院
の
関
係

者
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

天
下
県
議
は
、
方
向
性
を
決
定

す
る
前
に
職
員
や
患
者
・
地
域
住

民
の
意
見
を
聴
く
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。
村
井
知
事
は
、「
各
病
院

で
可
能
な
範
囲
で
職
員
へ
の
情
報

提
供
に
努
め
て
い
る
。
患
者
や
県

民
の
視
点
を
十
分
に
踏
ま
え
て
検

討
す
る
」
と
、
関
係
者
の
意
見
を

聴
く
と
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

天
下
県
議
は
、
宮
城
県
が
循
環

器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
に
続
い

て
、
病
院
事
業
か
ら
更
に
撤
退
し

な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
に
閉
会
し
た
県
議

会
で
日
本
共
産
党
宮
城
県
会
議

員
団
は
、
提
案
さ
れ
た
議
案
30

件
の
う
ち
、
４
件
の
議
案
に
反

対
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
女
川
原
発
再
稼

働
に
関
す
る
請
願
が
、
賛
成
・

反
対
の
立
場
か
ら
だ
さ
れ
、
再

稼
働
反
対
の
請
願
に
賛
成
の
立

場
で
最
終
日
に
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

　

県
有
林
特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
県
有
林
を
外
資
系
太
陽
光

事
業
者
へ
売
り
渡
す
議
案
で
、

県
行
造
林
の
大
規
模
伐
採
や
、

開
発
地
域
に
近
い
集
落
で
賛

成
・
反
対
が
拮
抗
し
、
土
砂
崩

れ
な
ど
を
心
配
す
る
声
が
根
強

く
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
を

し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
個
人
情
報
漏
洩

の
リ
ス
ク
な
ど
が
あ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
利
用
事
務
を
拡
大
す
る

議
案
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
議

案
、
企
業
会
計
決
算
認
定
議
案

に
反
対
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
①
私
学
助
成
の
充
実

強
化
、
②
精
神
障
害
者
に
対
す

る
公
共
交
通
運
賃
割
引
制
度
、

③
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
、

④
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支

援
と
支
援
体
制
の
拡
充
・
強
化
、

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
備
え
た
対
策
を
求
め
る
５

つ
の
意
見
書
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
美
術
館
移
転
の「
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
等
検
討
事
業
費
４
２

０
０
万
円
」
は
コ
ン
サ
ル
へ
の
調

査
委
託
料
で
す
。
元
々
の
計
画
で

は
今
年
４
月
か
ら
県
民
向
け
の
説

明
会
を
複
数
回
行
う
予
定
だ
っ
た

の
に
、
コ
ロ
ナ
危
機
で
流
れ
、
し

か
も
こ
の
度
、
比
較
検
討
に
３
つ

目
の
選
択
肢
「
現
地
小
規
模
改
修

案
」
も
加
え
る
事
と
な
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
全
体
に
大
幅
な
遅
れ
が

生
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
知

事
は
、「
結
論
＝
基
本
構
想
」
を
出

す
時
期
は
「
２
０
２
０
年
度
末
ま

で
」
と
「
結
論
あ
り
き
」
の
姿
勢

を
一
切
崩
し
ま
せ
ん
。
関
係
者
や

愛
好
者
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
結
論
を
急
ぐ
事
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
知
事
・
県
が
「
損
得

だ
け
」
で
美
術
館
を
移
転
し
よ
う

と
し
て
い
る
事
に
、
県
民
は
根
本

的
疑
問
や
不
信
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
「
県
美
術
館
の
現
地

存
続
」
を
求
め
、
引
き
続
き
追
求

を
強
め
ま
す
。

　

  

第
３
７
３
回
宮
城
県
議
会
に
つ
い
て


